
令和6年度 保健師等ブロック別研修会(関東甲信越ブロック)

被災地における保健・医療・福祉の
GIS(地理情報システム)活用

データ出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和6年能
登半島地震 珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、pikkarin様(令和6年能登半島地震石川県七尾市避難所開設情報GISデータ)、益邑明伸様(令和6
年能登半島地震 建設型応急仮設住宅GISデータ)、石川県及び七尾市HP掲載情報、地理院タイル全国最新写真を堀池が加工し表示

堀池 諒
大阪医科薬科大学 公衆衛生看護学分野

令和6年8月30日9：50～16：40のうち11:40～12:40
新宿住友スカイルーム 47 階 会議室



堀池 諒
博士(保健学)  / GIS保健師

大阪医科薬科大学 公衆衛生看護学分野 助教

・大阪大学大学院にて博士号取得

・高知県庁,須崎福祉保健所にて医療計画及び感染症担当として

5年間従事

・平成30年の西日本豪雨では災害派遣として倉敷市真備地区に

て避難者の健康管理に従事

・令和6年能登半島地震では保健師活動のためのwebGISを作成、

公開

・健康危機支援委員会委員(地域看護学会),健康危機管理対策委

員会委員(全保協)

・G-CHAM(GISを用いた地域診断)を開発

・保健師ジャーナルに保健師×GISで連載を掲載

(2023年8月号～6回)
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みなさんにお聞きします

研修会当日のみ有効





2024/1/1 能登半島地震発生



石川県知事記者会見 令和6年1月13日



仙台BOSAI-TECH カンファレンス国立研究開発法人防災科学技術研究所総合防災情報センターセンター長臼田裕一郎
石川県知事記者会見 令和6年1月13日



現地には行けない。
でも、保健師として何か力になりたい。

現地での保健師活動や派遣する側の下調べ等にGISを利

用できないか。



保健師活動支援webGIS

データ出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町
村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和6年能登半島地震 珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国
勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示

G-CHAM でweb検索



1/1
能登半島地震発生

1/6
作業着手

1/8
web公開

1/9
全国保健師長会様HPに掲載TVで知る

300 view/1日 2024/1/9-1/12

2,843 view 2024/1/8-6/20

60以上のオープンデータ（延べ）

3/8-3/10
現地調査



国土交通省
今後の国土数値情報
の整備のあり方に関
する検討会第５回
（令和6年3月13日）
参考資料２

国土交通省 検討会議に掲載



オープンデータ取得

データ処理

QGISで処理,調整
WebGISに出力（Felt）

画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道
路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和6年能登半島地震珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分
布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示

webGIS作成プロセス



・インターネットで誰でも
アクセス可能

・位置情報取得を許可すれ
ば現在位置の表示も可能

・好きなデータを選択し地
図上に重ねる（組み合わせ
ると新たな発見に繋がる）

画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ
(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ
(R4) 国土地理院 令和6年能登半島地震珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸
水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査を堀池が加工し表示

メリット



地上の状況

保健センター,役場
保健所,災害拠点病院

指定避難所,学校
公民館

医療機関 土砂災害警戒区域 250mメッシュ別
国勢調査人口

半島循環道路
緊急輸送道路

津波浸水範囲 斜面崩壊
堆積分布

孤立集落と
孤立人数

画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和6年
能登半島地震 珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示

避難所と
避難者数

道路復旧状況

平時に公表

応急仮設住宅

発生後に公表



地上の状況
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保健所,災害拠点病院

指定避難所,学校
公民館

医療機関 土砂災害警戒区域 250mメッシュ別
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画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和
6年能登半島地震珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示

避難所と
避難者数

道路復旧状況

平時に公表

応急仮設住宅

発生後に公表

✅人口分布の把握

✅地上の状況把握

✅拠点施設の地理的状況の把握

✅崩落,浸水,通行可能箇所の把握

✅孤立地域の把握

✅避難所の経時的な避難者数の把握

✅担当地区の状況把握 など



画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和6年
能登半島地震 珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区  正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示 @OpenStreetmap Contributer

左の担当地区について読み取れる内容の一部
・山間部であり6km×6kmの範囲。山林が中心であり大まかに南北で
地区が分かれている。地区同士の接続は中央部の道路であり現時点

で通行可能となっている。積雪を認める。斜面崩壊発生箇所も多く、
居住地点や道路近辺での発生箇所あり。
→積雪のある山間部のため路面凍結及び道路幅が狭いことが想定さ
れる。斜面崩壊による道路寸断は無いものの、余震により新たな崩

壊も考えられるため孤立に注意。

・黄色の□は居住地点で場所によって偏りがあり、北部は5人～71人
の範囲で分布し合計1,151人。南部は11～208人の範囲で分布し合計819
人。
・指定避難所は北部に2箇所、南部に1箇所。仮設住宅は2箇所。市関

係機関は2か所、集会所が8か所、小学校1か所、中学校1か所、病院

１か所、特養１か所あり。
→道路沿いに多く居住しているが離れた地域にも居住地点が存在し
アクセスの確認必要。15箇所で避難者が避難している可能性があり
順に確認が必要。病院の地点に208人、特養の地点に88人の居住ある
ため要配慮者の対応必要。

担当地区の把握例



個別訪問の効率化

道路木

建物の屋根

積雪

1/11撮影
画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和6年
能登半島地震 珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区  正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示 @OpenStreetmap Contributer

©openstreetmap contributor



発生直後からのデータを時系列でQGISで表示・分析可能

→実際の被災・支援状況を地図に示しながら災害時保健師

活動の訓練にも利用可能

画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和
6年能登半島地震珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示



避難所避難者数の時系列変化（七尾市）

データ出典：pikkarin様(令和6年能登半島地震石川県七尾市避難所開設情報GISデータ)、地理院タイル正射画像

1/7時点
33か所

7/7時点
3か所

1/11 7/7

人数だけでなく位置関係と併せて使用



応援派遣に関する課題
◆明確な方針提示

・本部の指示が不明確

・受援側のニーズが不明確

・派遣根拠の明確化が必要

◆後方支援の強化

・災害対応研修や訓練が中断していたため、不安があった
・早期の応援体制確立が必要

・物資の手配や宿泊場所の確保が課題

◆情報の伝達・共有・統合の難しさ
・派遣要請の見通しが不明確

・情報共有のツールが不十分

・オンライン会議の実施

◆円滑な派遣システム
・派遣決定の時期を早める必要

・派遣調整のシステムがわかりにくい
・他県との情報共有が不十分

◆派遣元のチーム編成の難しさ
・DHEATと保健師チームの同時期派遣で人員調整が難しい
・他職種との調整が必要

・若手職員が多く、長期間派遣が難しい
・市町村保健師との調整が必要

◆人材育成の必要性

・柔軟な対応力が求められる
・情報収集力・調整力・事務能力が必要

・事前学習の促進

令和６年能登半島地震における自治体保健師の被災地支援の実態調査報告書-全国保健師長会

チーム活動の課題
◆DHEATと保健師チームの役割分担と連携

・DHEATがマネジメントし、保健師チームが実働する体制で、保健師チームが受け身になりがち
・双方向のやり取りの必要性

・DHEATからの明確な活動方針が求められる
◆過酷な環境への適応

・慣れない環境（雪）での移動が困難

・通信障害や道路の損壊、天候が活動の阻害因子

・被災地対応のための物品（テント、高機能防寒具、寝袋、簡易トイレなど）の準備が必要

・活動場所と宿泊場所の移動に時間がかかる
・メンバーの体調不良に対応する必要

◆情報の伝達・共有・統合の難しさ
・記録や報告がシステム入力で戸惑う
・紙カルテによる避難者管理で情報共有が困難

・被災自治体や支援するDHEATの自治体により様々な様式があり、現場が混乱

情報の集約が不十分

・フェーズに応じた支援体制の整備が必要

◆活動計画立案の困難さ
・活動方針が定まらず、中長期計画が未策定

・多くのミーティングが縦割りで、目の前の対応に追われる
◆連携の重要性

・調査や保健活動の目的が共有されていない
・統一した活動や継続した支援が困難

・他支援チームとの同行訪問が必要

・応援チーム同士の情報共有が有効

◆人材育成の必要性

・フェーズごとに求められる役割が異なる
・個々の力量が求められる
・若手職員や市町職員のリーダー教育が必要

・平時の保健活動の重要性と災害時を想定した訓練の継続が必要

報告書を基に編集



DHEAT 保健師チーム_避難

所
保健師チーム_個別訪問

方針：被災情報等の収集・分析評
価

方針：戸別訪

問

GISを活用した課題解決アイデア

方針：要配慮者支援

・被災地自治体に導入済みのGISをベースとし、情報入力を同

システムのみで実施。他システムには自動連携。SOBO-WEB
を元に他のデータも重ね、自治体、国で共有。
・厚労省所管チームが位置情報発信機器を携帯。活動時

間内にONにすると自動で展開状況と活動方針をマッピン
グ。被害や避難者数と重ねて派遣調整にも利用可能。保

健師チーム以外の動きも把握可能。
・各チームの装備や現地写真も共有

・本部会議、各チーム会議をリアルタイム/オンデマンド
配信するとともに、支援方針やニーズをLLMで自動要約

し地図上に表示。
・ログを取得しておくことで活動中の労務管理に利用可

能。さらに、地図上で活動実績を振り返ることができる
ので人材育成や研修に利用可能

滋賀県1/5-
1/12

富山県1/6-
1/13

熊本県1/10-
1/17

宮城県1/6-
1/13

秋田県1/7-
1/14

栃木県1/8-
1/15

画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和6年
能登半島地震 珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区  正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示 @OpenStreetmap Contributer

DMAT

・本部会議要約

・医療対策本部会議要約

・各チーム会議要約

 DHEAT
 保健師チーム
 DMAT
 DWAT
 JRAT



災害発生時、急にGISを使えと言われても使えない



総務省令和5年度 自治体DX・情報化推進概要（地方公共団体における行政情報化の推進状況調査結果）



総務省令和5年度 自治体DX・情報化推進概要（地方公共団体における行政情報化の推進状況調査結果）





埼玉県における取り組み

令和4年度埼玉県難病対策協議会資料3災害対策について



千葉県における取り組み

「千葉県デジタル・トランスフォーメーション推進戦略」の主な取組に係る施策集（戦略別冊：令和6年度版）



デジタル行財政改革会議（第７回）令和６年６月１８日 資料6 P3
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/kaigi7/gijishidai7.html

災害時にGISを使うことが当たり前になる

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/kaigi7/gijishidai7.html


保健師も多くのシステムでGISを使用することになる

2024年6月21日閣議決定「デジタル社会の実現に向けた重点計画」資料-重点政策一覧-P85
https://www.digital.go.jp/policies/priority-policy-program#document

https://www.digital.go.jp/policies/priority-policy-program#document


総務省 今後発生が想定される南海トラフ地震発生時の応援職員派遣に係るアクションプラン策定のためのワーキンググループ（第4回）令和5年11月20日



平時にできること①

・GISにすぐ投入できるオープンデータを知り、活用する
→e-Stat：人口、外国人人口、世帯、建物建て方など
→国土数値情報：災害や施設、交通、地形等の多様なデータ
→地理院タイル：航空写真や地形、土地の成り立ち
・GISに投入することを想定しデータのルールを作成する
→オープンデータの準拠ルールを参考にする
→住所には緯度経度を必ず併記する
→カテゴリの表記ゆれを無くす
→PDFはexcelやcsvを残しておく



平時にできること②

・外部システムとの連携状況を確認する
→D24HやSOBO-WEB、SIP4Dとデータを相互に連携するために必

要な事項を情報担当部署に確認する。新たなシステム開発が必要

な場合も多い。
・災害対応訓練の際にGISを用いた、情報の”収集・統合・分析”に
ついても考えてみる
→情報伝達手段を変更する必要はないか、情報は紙やクロノロへの
記載でいいのか、国から保健師活動に関する地図データの提供を
求められたら対応できるのか。



オープンデータとして作成しておくと便利

・誰でもインターネット等を通じて容易に利用（加工、編集、再

配布等）できる公開されたデータ。以下の全てを満たす。

① 営利・非営利問わず二次利用可能

② 機械判読可能

③ 無償

「PDFとして自治体HPに掲載」はオープンデータとは言えない

オープンデータ基本指針
（平成29年5月30日IT本部・官民データ活用推進戦略会議決定 令和3年6月15日改正）



デジタル庁 自治体標準オ
ープンデータセット（旧
称：推奨データセット）デ
ータ項目定義書（正式版）
（2023年12月6日更新）

作成時に準拠すべきルールの例（子育て支援施設）



webGISでのデータ処理①：孤立地域の情報

・約100Pに及ぶ本部会議資料の1ページ。
・地区名と人数が文章で記載。
・地区ごとの境界線データが存在しない。
・地区名の読み方が不明。

石川県災害対策本部員会議資料



地区データの作成→孤立人数の結合を実施

画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和
6年能登半島地震珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示



webGISでのデータ処理②：応急仮設住宅の特定

・csvではないため、そもそ
もエクセルに変換が必要。
・緯度経度が無いため、位置
を正確に特定できない。



発生前 発生後2024/1/11

発生前後の空中写真の変化と戸数から特定

データ出典：国土地理院 令和6年能登半島地震珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像を堀池が加工し表示



データ処理③：避難所の避難者数

・csv形式ではな
い。緯度経度が
含まれていない。
・データ更新時
にHPが上書きさ
れてしまう。

七尾市HP



Xでの強力な技術者ユーザーさんによる実装
日ごとの避難所別避難者数のcsvファイル作成自動化

画像出典：国土数値情報行政区域データ(R4)、半島循環道路データ(H27)、土砂災害警戒区域データ(R4)、津波浸水想定区域データ(H29)、学校データ(R3)、医療機関一覧(R2)、緊急輸送道路(R2)、国・都道府県の機関(R4)、市町村役場等及び公的集会施設データ(R4) 国土地理院 令和
6年能登半島地震珠洲地区,輪島中地区,穴水地区,七尾地区 正射画像・斜面崩壊・堆積分布データ・津波浸水範囲・国土交通省緊急復旧済み道路区間・、e-Stat令和2年国勢調査、google建物輪郭データ、石川県及び七尾市HP掲載情報を堀池が加工し表示



平時にできること③

・地域診断にGISを活用する
→GISを理解できるとともに操作に慣れることが可能。平時のデー

タベースを作成することで災害発生時のべースとなる。
→GISで行うことで地域診断の共有、経年利用、効率化が可能にな
り平時の保健師活動にも活かすことができる。



GISを用いた地域診断の例

G-CHAM



G-CHAM



G-CHAM（GIS地域診断）の特徴



QGISを用いた地域診断をオンライン紹介する包括的なコースを提供中です。

QGISの操作はYouTubeに動画を掲載しています。

G-CHAM でweb検索



Thank you !

保健師の皆様をサポートしたい思いから研究者になりました。
どんな些細なことでも大歓迎です。
お気軽にご連絡ください！

E-mail：ryo.horiike@ompu.ac.jp
X:@GISPHN

mailto:ryo.horiike@ompu.ac.jp

